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No.24-１（通巻34号） 発行日／2024年６月６日

一般社団法人

山形県理学療法士会

　「温故創新　～変わりゆく制度、変化に挑む理学療
法士～」をテーマに掲げ令和６年６月15日（土）、16日
（日）の２日間にわたり山形ビッグウイングを会場とし
て開催いたします。近年、我々理学療法士を取り巻く
環境は大きく変化しています。2021年に理学療法専門
領域の分科学会が法人化され、2022年には日本理学療
法士協会の生涯学習制度の改正に伴い、登録理学療法
士制度の導入や診療参加型実習の本格化がなされまし
た。他方では、新型コロナウイルスの蔓延によって感
染対策を徹底した働き方を強いられてきました。2024
年度は医療・介護・福祉分野の報酬が改定されるトリ
プル改定を控え、2025年を目途に地域包括ケアシステ
ムの構築が推進されているなど、社会情勢が目まぐる
しく変化しています。これらの変化は我々が提供する
診療に大きく影響を及ぼすものであり、この変化に十
分に対応し、より社会に貢献するために、その背景や
社会情勢に沿った理学療法士の役割について再確認す
る必要があると考えています。本学会のテーマの「温
故創新」とは、過去の事実を研究して新しいことを知
るだけでなく、それを形にして創り上げていくという
造語です。
　これまで諸先輩方が培ってきた知識、技術、成果に
加え、現在皆様が取り組んでいる諸活動も含めて理学
療法の基盤として考え、変化し続ける社会情勢の中で、
我々理学療法士が主体的に動き、理学療法のあるべき

姿とその成果の実現に向けた“これから”を考えるきっ
かけとなるような学会にしたいと思っています。特別
講演では日本理学療法士協会副会長の佐々木嘉光先生
をお迎えし、昨今の社会情勢の変化の中、日本理学療
法士協会がこれまでどのような取り組みを行い、今後
どのようなビジョンを見据えているのかについて幅広
い知見からご講演いただきます。シンポジウムでは県
内の各領域でご活躍されている理学療法士から自施設
での取り組みをはじめ、トリプル改定を踏まえた今後
の展望についてお話をいただき、我々が専門職として
継続して成果を出すためにはどのように行動すべき
か、皆様と議論をしていきたいと思います。市民公開
講座は、腎機能に関するトレーニングについて山形県
立保健医療大学学長の上月正博先生からご講演いただ
く予定です。
　本学会は、県内各所でご活躍中の皆様が一堂に会す
ることができる唯一の機会だと思います。おかげさま
をもちまして多数の演題応募をいただいておりますの
で、日ごろの臨床や研究成果に真摯に向き合い、開か
れた討論の場として本学会をご活用いただければ幸い
です。また、本学会参加を機に旧友や恩師、同僚、仲
間達との親睦を深め、明日の臨床への活力にもしてい
ただければと思います。運営スタッフ一同、会員皆様
のご参加を心からお待ちしています。

大会長　大　森　　　允（山形大学医学部附属病院）

第32回山形県理学療法学術大会長あいさつ
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somu@took.co.jp

■山形支店 〒990－2323  山形県山形市桜田東二丁目１番21号
 TEL:023－642－8153 / FAX:023－623－5853
本社（仙台）・荘内営業所・鶴岡営業所・郡山営業所・ロジスティックセンター・メンテナンスセンター
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各支部活動紹介各支部活動紹介
村 山 支 部

村山支部担当理事　石　川　慎一郎（国立病院機構山形病院）

　村山支部担当理事をしています石川慎一郎です。昨年度の活動としては３回の症例検討会を

開催しました。症例検討会では各演題に対しての質疑が活発に行われた他、発表者からの検討

事項や座長からのテーマ提示によりグループディスカッションも行われました。それにより他

施設間での交流や情報交換も行うことができ、そこで得られた情報や知見は日頃の臨床業務に

大変役立つものとなったのではないかと思います。また回によっては会員から座長への応募もあり、会員主体での

活動の形が得られたことは貴重でありました。（ちなみに…、登録理学療法士の方は座長を行なうことができるんで

す。かつ認定／専門をお持ちの方はなんと更新点数10点が取得できますよ！是非皆さまご応募を！）

　課題としては、演題や座長への応募が少ないこと、参加者の多くが病院勤務者であり介護保険分野からの参加が

少ないことが挙げられます。

　また村山支部の会員数は約500名と県内で一番多くの会員が所属している地区でありますが、会員数が多いこと

で全体での活動が困難な状況になっている現状があります。地区の細分化により活動の活性化を図ることや会員が

県士会活動に参加しやすい体制作りを考えていく必要性も感じています。

　今年度は５回の症例検討会開催を予定しています。村山支部では対面式を原則としており、参加者同士の交流も

大きな目的の一つと考えております。お気軽に参加していただき、日頃の悩みを相談したり情報交換したりできる

場として活用していただければと思います。また所属施設の領域や経験年数を問わず様々な方々から演題応募、参

加をしていただき、それによりさらなる地域連携の強化拡大が図れるよう活動していきたいと考えています。

　村山地区にお住まいの県民がいつまでも元気に安心して暮らせる地域となるよう、これからも一緒に活動してい

きましょう。
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置 賜 支 部

置賜支部担当理事　関　原　雅　人（米沢市立病院）

　昨年度より置賜支部の支部長として

活動させて頂いている関原雅人と申し

ます。１年が経とうとしており、よう

やく理事会や支部活動などに慣れてき

ましたが、まだまだ不慣れなところも多く、周りの皆様に

サポートしていただきながら日々活動させていただいてお

ります。

　さて、置賜支部では部員11名のもと症例検討会を中心

とした活動をしていますが、前年度は症例検討会２回、

専門領域推進部共催での勉強会を１回行い、多くの会員

の皆様に参加していただきました。コロナ禍で対面での

開催ができずにおりましたが、対面で開催しました勉強

会では、対面での強みを生かした実技指導や、支部会員

同士の交流を行うことができ大変有意義な時間を過ごす

ことができました。

　今年度も症例検討会を中心とした企画を予定しておりま

すが、日頃担当されている患者様や利用者様についての、

疑問点や相談したいこと、解決へのプロセス、類似症例の

ための情報共有など、多角的な視点で検討できる場にしたいと思っております。来年度には置賜地区にて「第33回

山形県理学療法学術大会」が予定されています。学会発表のプレ発表の場として症例検討会の場を活用していただ

き、プレゼン力を身につけていただきながら、ブラッシュアップした内容で学会発表できるようにお手伝いさせて

いただきたいと思っておりますので、支部会員の皆様の多くの応募をお待ちしております。また、今後よりよい症

例検討会とするために支部の会員に向けたアンケートも予定しております。７月に開催予定の施設間会議でもお知

らせさせていただきますが、実施の際にはご協力の程よろしくお願いいたします。

　「第33回山形県理学療法学術大会」においては、置賜支部の会員で組織する準備委員会が定期的に開催されており、

現在テーマをはじめ大会日程や会場が決定するところまで企画が進んでおります。今後詳細が決まり次第皆様には

周知させていただきますが、活発で有意義な大会となるよう支部の皆様のご協力よろしくお願いいたします。

　最後になりますが、置賜支部では今後も支部会員同士の交流の場を作り、施設や個人間の繋がりを深められるよ

うな企画を行っていきたいと思います。また、生涯学習システムに対応しながら、症例検討会参加での前後期研修

者や登録理学療法士の単位取得、また座長参加での専門／認定理学療法士の点数取得の機会の提供も引き続き行っ

てまいりますので、今年度も多くの皆様の参加をお待ちしております。

023－623－0546

0235－22－0106
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最 北 支 部

最北支部担当理事　佐　藤　　　泰（新庄徳洲会病院）

　会員の皆さん、こんにちは。最北支部担当理事の佐藤泰です。前年度に引き続き最北支部担

当理事を継続させていただく事になりましたので最北支部の活動紹介をさせていただきます。

　昨年度は、年４回最北支部にて症例検討会を開催いたしました。新型コロナウイルスの規制

緩和をうけて、ようやく対面での症例検討会を実施することができ、久しぶりに他施設の会員

の皆様と顔を合わせて交流できたことをとてもうれしく思います。オンラインでの勉強会や症例検討会が主流と

なってしまった現状もあり、テスト期間として昨年度は対面、対面とオンラインのハイブリッド、オンラインのみ

と様々な形態で症例検討会を実施しました。ハイブリッドでの開催では、機材の取り扱いに慣れておらず、ご迷惑

をおかけした場面もあり今後の課題となっています。

　今年度は５月、８月、11月、３月の年４回で症例検討会を企画しております。年度末に実施したアンケート結果

では、ベテランの症例検討も見てみたい、他支部からの参加のためオンラインでの症例検討会を継続してほしいな

ど様々な意見や要望を頂きました。オンラインでのメリットも最大限生かしながら、県内の会員の皆様が気軽に参

加できるような工夫を行い、今年度も企画運営していきたいと思います。ぜひ、積極的に支部の症例検討会にもご

参加いただき、臨床力を高めるとともに支部内での交流を深めていただきたいと思います。

庄 内 支 部

庄内支部担当理事　五十嵐　めぐみ（日本海酒田リハビリテーション病院）

　庄内支部担当理事をしています日本海酒田リハビリテーション病院の五十嵐です。

　今年度の庄内支部の活動として、一症例検討会、症例検討会、情報交換会の３つを挙げてい

ます。

　一症例検討会は庄内支部の活動が始まってから現在も続いているもので、一人の症例に対し

病期をまたいで症例検討していきます。症例の転帰がますますわかりづらくなっているので、勉強になると思って

います。また医療と介護の連携と言われていますが、この検討会を通じて他領域間の横のつながりを作っていけれ

ばいいなと思っています。

　症例検討会は、前期・後期研修履修中の皆さんのポイントの一助になればと昨年度から開催しています。この症例

検討会をプレ発表の場としていただき、県学会などへの発表につなげていければ良いのではないかと考えております。

　情報交換会は、庄内支部で活躍している庄内支部の会員にスポットを当て、講義をしてもらっています。症例検

討会では、前期・後期研修履修中の方の参加が多くなってしまいますが、この情報交換会を通して、履修区分や登

録理学療法士の有無に寄らず庄内支部の横のつながりを広げていければと思っております。

　今後も顔の見える関係性を築くために活動していきたいと思います。こんな企画をしてほしいというご要望があ

れば、可能な限り対応していきたいと思っておりますので、今後ともご協力よろしくお願いいたします。

オーリンク株式会社
有限会社 山形義肢研究所

ACCESS 山形市飯田五丁目５番３９号

TEL 023-632-5214 FAX 023-632-5215

Your Healthy and Active Life With 
YAMAGATA PROSTHESES INSTITUTE

あなたの健康で快適な人生の為に、山形義肢研究所ができること
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編集後記編集後記
　この度、かわら版34号を発行いたしました。本号では、第32回山形県理学療法学術大会 大会長の大
森允先生よりご挨拶をいただきました。変化する社会情勢の中で求められる理学療法士の役割や、今年度
の診療報酬改定について学ぶ良い機会になることと思います。
また、各支部の活動紹介も掲載いたしました。本誌を通して支部の活動にも興味を持っていただければ幸
いです。
今年度も広報部一同、会員の皆様に有益な情報をお届けできるよう精進してまいります。
本号に寄稿してくださった先生方、誠にありがとうございました。

広報部　山形県立中央病院　金子絵梨花

【会員異動届の手続きについてのお願い】
　新年度にあたり新規の入会の方や、勤務地を退職または変更された方も多くいらっしゃることと存じま
す。皆さまに刊行物が確実に送付できますよう会員異動届の手続きをお願いいたします。
　施設に勤務されている会員で自宅会員として登録している場合は、速やかに勤務先を登録し、勤務先を
異動した場合は異動申請を行なってください。会員の皆様には、改めてご自身の会員情報登録状況のご確
認をお願いいたします。
　なお、登録状況の確認は日本理学療法士協会ホームページのマイページの「登録内容の変更・確認」よ
り行えます。勤務先の異動や改姓などの申請も、「登録内容の変更・確認」より手続きを行なってください。
皆様に情報が速やかに伝達できますように何卒ご協力をお願いいたします。

事務局だより

　当会は会員の皆さまへ有益な情報を共有し活用していただくため、ホームページを運用しております。
　ホームページでは今号でご紹介した「士会承認症例検討会」の申請や各種の手続きが行えます。また、ご
覧いただいております「理学療法 かわら版」をはじめ、「Today通信」、一般の方に向けた「広報誌」等、刊
行物のバックナンバーをお読みいただけます。さらに、研修会・講習会の案内や申し込み、各部門の報告、
加えて一般の方に向けた当会の紹介や活動を掲載しております。
　尚、「士会承認症例検討会」の申請は会員専用HOMEからの申請となります。会員専用HOMEにログイン
するには、当会ホームページの「会員専用　会員情報」の登録が必要です。会員専用ログインのID、パスワー
ドをお忘れ方は、ログイン画面内の「パスワードをお忘れですか？」をクリックしていただき、手続きをお
願いいたします。

••••• 山形県理学療法士会ホームページのご案内 ••••••

山形県理学療法士会ホームページ　会員専用ログイン画面
https://member.dream-pt-yamagata.jp/?page_id=5
左記の二次元コードからもアクセスすることができます
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